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当組合は、建具及び家具の製造・販売業
者で構成される組織です。建具というと、一
般的に襖や障子、欄間など和室で使用する
ものを想像される方が多いかと思いますが、
実はドアやクローゼットの扉なども建具の一
種で、昔からずっと家には欠かせない身近な
存在となっています。
昔は冠婚葬祭などで人を家に呼ぶ機会が

多く、和室需要も高かったため、各町内に1
軒ずつ建具屋がありましたが、現在は和室
離れが進み、生活環境が大きく変わってきた
ことから「建具」という言葉すら知らない方
が増えてきています。特に若い世代の認知
度は非常に低く、「たてぐ」を「けんぐ」と読
まれることも多々ありま
す。少しでも一般の方に
建具を知ってもらうため
の取組みとして、高知市
中心商店街で開催して
いる土曜夜市でのまな
板販売（現在は休止中）
や、ボランティア活動を

行っています。ボランティア活動は40年以
上前からほぼ毎年実施しており、4月10日を
「良い戸の日」として、県内の保育園やふれ
あいセンター、公衆トイレ、公民館等の建具
の修繕を行っています。
また、コロナの影響でパーテーションの需

要が高まる中、少しでも皆様のお役に立ちた
いと高知県庁県民室に飛沫感染防止対策の
木製パーテーションを寄贈したことをきっか
けに、木製のオーダーメイドパーテーション
の製造販売を開始しました。
このような取組みを続けていくことで、よ

り多くの方に「建具」を知ってもらい身近に
感じていただきたいと考えています。

理事長　平山 雅邦 氏
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オーダーメイド製作の相談も受け付けています！

家には欠かすことのできない建具の存在
伝統的な技術の継承と認知度向上が我々の役割です

高知県建具協同組合

＜組合プロフィール＞
所在地 :高知市杉井流15番20号
ＴＥＬ:088-883-6665
設立:昭和42年4月
組合員数 :48名
主な事業：共同購買事業
　　　　教育情報提供事業

高知県建具
協同組合

今月の組合
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　昨年度、全国中小企業団体中央会の取引力強化推進事業を活用して、ホームページを開設しました。
　ホームページには、組合員の製作した建具製品の紹介や、県産材を活用したオーダーメイドの木製パーテー
ション販売を行っています。
　木材は、紫外線を吸収するため目に与える刺激が小さいことや、香りによるリラックス効果があるなど「人に心地よい
感覚を与える素材」と言われています。パーテーション以外にも設置場所の雰囲気やお客様の好みに合わせた木製建
具や家具等の製作も可能です。是非この機会に木製品を取り入れてみませんか？お気軽にご相談ください。
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建具をより身近に感じてもらうための取組みを行っています

組合員に向き合うことで
組合の存在意義を高めていきます

現在、共同購買事業を中心に運営して
おり、建具の材料である木材、引き戸やド
アで使用する金属部品などの仕入れを
行っています。共同購買事業の利用率は非
常に高く、県内の建具用資材の8割以上を
扱っているのではないかと思われます。も
ともと共同購買事業は全国各地にある他
県の同業組合でもメイン事業として行われ
てきましたが、インターネットの普及や材料
の取り扱い業者が増えてきたことで、現在
では5組合しか行っていないそうです。
全国的に事業利用率が減っている中、

当組合の利用率が高い理由は、組合員が
必要とするものであればどのようなもの
でも取り寄せられること、製品等に関する
情報や専門的な知識をいち早く提供して
いることだと考えています。
当組合では、組合員にしっかりと向き合

い対応することで組合の存在意義を高
め、組合員が取り扱う商品や経営環境に

関する情報を常に最新の状態で提供でき
るように努めています。

伝統的な技術を
継承していくために

家の中にある木材には、柱や梁などがあ
りますが、これらの木材は動くことなく家を
支えています。私たちが作る建具製品はド
アや障子など家の中で常に動いているもの
です。「動くもの」を作るため、非常に細か
い作業が必要となり、技術を要します。近年
デジタル化が進み、機械に助けてもらうこと
も増えていますが、仕上げは職人の手作業
です。建具業界は伝統的な職人の世界であ

り、一人前になるには10年程度の訓練期間
が必要となります。「建具」の認知度が低い
今の時代、新規参入しようとする人はほと
んどいません。組合員の高齢化や後継者難
などにより、組合員数が減少傾向にある中、
伝統技能をどのように継承していくのかが
今後の課題となっています。
組合と業界の維持・発展のために何よ

りも大切なことは伝統的な技術の継承と
最新技術への対応をいかに組織の力で実
現していくかだと思っています。先代から
脈々と続いてきた歴史をつなげていくた
めにも、組合が一丸となり次世代の育成
や、関係機関との連携などに取り組んで
いきます。

高知県建具協同組合高知県建具協同組合

県民室（高知県庁1階）に寄贈した木製オーダーメイドパーテーション

「良い戸の日」活動

ホームページURL ： http://tategu-kochi.com/
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組合会計セミナーのご案内
－組合事務局人材育成事業－

お問い合わせ先
高知県中小企業団体中央会 （担当：小澤　　   ）　TEL：088-845-8870　FAX：088-845-2434　E-mail：ozawa@kbiz.or.jp

組合等活性化情報誌 Vol.257情報

　本会では、組合役職員の方々を対象として会計処理・税務申告をテーマとしたセミナーを開催します。
　第１～２回は、会計の基本的なルールを学ぶとともに、実際に仕訳処理から精算表の作成まで講師の解説を交えながら行い
ます。第３回は、税制を中心に学ぶとともに、税務申告の作成に取り組みます。
　なお、当セミナーは、中小企業組合検定試験対策にも活用できますので、新しく役職員となられた方はもちろん、既存の役職
員の方も復習及びスキルアップの機会として、ぜひご参加ください。

■お申込み方法
　本誌に当該セミナーのチラシを同封しておりますので、そちらをご活用いただき、お申込みください。
　※本会HPからでもお申込みができます。　HP：https://www.kbiz.or.jp/

■その他
　他にも本事業の一環として、運営管理セミナーを実施する予定となっており、詳細が決まり次第、ご案内させて
いただきますので、ぜひ、ご参加ください。 ※内容が変わる場合がありますので、予めご了承ください。

■カリキュラム

未定



4

中小企業組合士検定試験のお知らせ

組合等活性化情報誌 Vol.257情報

お問い合わせ先　高知県中小企業団体中央会 （担当：松村　　   ）　TEL：088-845-8870　E-mail：info@kbiz.or.jp
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外国人材の雇用ガイドブック説明会 in 四万十市 開催の
お知らせ

組合等活性化情報誌 Vol.257情報

お問い合わせ先
高知県中小企業団体中央会（担当：古木　　　・高瀬　　　）　TEL：088-845-8870　Ｅ-ｍａｉｌ：ｉｎｆｏ＠ｋｂｉｚ.ｏｒ.ｊｐ

外国人技能実習生と職場の
コミュニケーションセミナー 開催

　去る７月２８日（木）午後３時より外国人材を雇用している
企業の経営者や教育責任者を対象に、「外国人技能実習生
と職場のコミュニケーションセミナー～社内の業務改善に向
けて～」を開催しました。
　本セミナーは、外国人技能実習生が、就労・生活の場で円
滑に意思疎通ができるよう、会社が行うべき環境づくりの必
要性を知っていただき、外国人材の定着につなげていくこと
を目的とし開催したものです。
　基調講演では、武蔵野大学グローバル学部の神吉宇一准
教授より「事例から学ぶ　実習生とのコミュニケーションの
コツ」と題し、外国人技能実習生とのコミュニケーションの
考え方や、雑談等の重要性についてご講義をいただきまし
た。講演の中では、参加者同士で意見交換の場を設け、現場
での課題などの共有を行うことができました。
　また、セミナーの最後には、高知県文化生活スポーツ部文
化国際課 日本語教育推進コーディネーターの尾﨑裕子氏よ
り、県内各地で増えてきている日本語教室の取り組み及び
授業の内容や様子などを紹介いただきました。

　当日は、総勢約３０名の方に出席をいただき、参加者から
は、「日本人従業員とのコミュニケーションで課題があった
ので、日本人、外国人双方の理解を深めることが重要だと感
じた」、「他社の取り組み事例が参考になった。自社でも取り
入れていきたい」との声が聞かれました。今後も中央会で
は、外国人材とともに業務改善を目指していく事業者を支援
してまいります。

【開催日時】 令和4年10月7日(金) 14：30～１６：3０（14：00～受付）
【開催場所】 新ロイヤルホテル四万十 （四万十市中村小姓町２６）
【参 加 費】 無料
【定　　員】 30名
【申込締切】 令和4年１０月３日(月)
【申込方法】 本会ホームページもしくはQRコードから申込サイトよりお申し込みください。
【本 会 H P】 https://www.kbiz.or.jp/

皆さまのご来場を心よりお待ちしております !!

◇ 外国人技能実習生や特定技能外国人を活用したい事業者の方！
◇ 高度人材の雇用を検討されている事業者の方！
◇ 外国人材の雇用に興味がある方！

　高知県では、事業主の皆様に外国人材の雇用についての法制度等を正しくご理解い
ただき、適切な受け入れを進めていただくため、外国人雇用の入門ガイドブックを作成
し、活用の促進を図るため、説明会を開催いたします。

申込サイト

10/7
(金)

プログラム
（１）高知県外国人材確保・活躍ガイドブックについて　説明者：高知県中小企業団体中央会
（２）職場で必要な日本語能力と会社がやるべきこと・「やさしい日本語」によるコミュニケーション
     講師：武蔵野大学 グローバル学部 教授　島田 徳子 氏
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土佐茶応援宣言書

組合等活性化情報誌 Vol.257情報

　本会が所属する高知県農商工連携協議会（久岡隆会長）では、ペットボトル緑茶
「TOSACHA茶りティーボトル」を、県内のスーパーやコンビニ等で発売することと
なりました。
　この商品は、新型コロナウイルスの影響により消費が低迷している土佐茶を県民
の皆様に応援してもらい、売上げの一部を産地に還元することを目的に商品化した
ものです。
　本協議会では、平成２８年に土佐茶プロジェクトを立ち上げ、飲食店での土佐茶
カクテルの提供等を企画するなど消費の拡大に努めてきましたが、コロナ禍での大
幅な売上減少を機に、イベント等で使われやすいペットボトルの開発を行いました。
　また、去る８月１８日（木）「ザ クラウンパレス新阪急高知」で開催された定例会で
は「土佐茶応援宣言」を採択し、各所属団体がイベント等における「茶りティー」の
積極的な利用やＰＲに努めることを宣言しました。

オール高知で土佐茶応援！
～土佐茶応援宣言採択＆茶りティーボトル発売～

高知県農商工連携協議会構成団体
・高知県農業協同組合中央会
・高知県商工会議所連合会
・高知県商工会連合会
・高知県中小企業団体中央会
・高知県経営者協会
・土佐経済同友会
・一般社団法人高知県工業会

・一般社団法人高知県情報産業協会
・公益財団法人高知県産業振興センター
・国立大学法人高知大学
・高知県公立大学法人高知県立大学
・高知県公立大学法人高知工科大学
・NPO法人高知の食を考える会

高知県農商工連携協議会

〒７８０-０９０１  高知市上町３丁目１３番１４号
TEL０８８-８３２-３２６１          FAX０８８-８２２-７０６９
URL http://www.kochi-cgc.or.jp/

お金のこと、経営のことのほかにも、デジタル化の
推進や事業承継など、さまざまな経営課題に対して
その道のプロフェッショナルが解決策を提案します。
信用保証協会では、経営の「今」を全力でサポート
します。
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組合青年部まつり開催！組合青年部まつり開催！
－高知県中小企業青年中央会－
　青年中央会の夏の恒例事業である組合青年部まつりを、
去る７月３０日（土）午後４時から８時まで高知市帯屋町１丁
目・２丁目、大橋通り商店街内で開催しました。　
　本イベントは、会員青年部及び青年部員間交流の促進、
また地域社会への貢献を図ることを目的として、協同組合帯
屋町筋主催の土曜夜市内に青年中央会で出店ブースを構え、会員青年部が出店することにより実施しているものです。
　当日は土曜夜市開催の最終日ということもあり、会場は多くの家族連れなどで賑わう中、１０青年部が参加し、感染防止対策を十分に
行いながらそれぞれ趣向を凝らしたゲームや青年部ＰＲ活動等に汗を流しました。

組合等活性化情報誌 Vol.257情報

第 25 回

高知市管工事設備業協同組合若葉会

高知中央電気工事業協同組合青年部・
高知県香長地区電気工事業協同組合青年部会（合同出店）

高知県中古自動車販売商工組合青年部会

高知県酒造組合土佐酉水会高知県印刷工業組合青年会

( 一社 ) 高知ビルメンテナンス協会青年部会

はりまや橋商店街振興組合青年部高知県板金工業組合青年部

高知県旅館ホテル生活衛生同業組合青年部
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組合いんふぉめーしょん
KUMIAI information

組合いんふぉめーしょんのコーナーを、組合活動のPR、
イベント、新商品のご紹介などの告知にぜひご利用ください。 
◎中央会までどしどし情報をお寄せください！！

掲 載
無 料い・ろ・は・に・ほ・へ・とi

KUMIAI
information

ろ
2

は
り
ま
や
橋
商
店
街
振
興
組
合
・
高
知
市
魚
の
棚
商
店
街
協
同
組
合

　はりまや橋商店街振興組合（小谷一雄理事長）では、毎年、絵師金蔵の偉業をたたえ霊を祀るため、生誕
の地であるはりまや町で、誕生月である10月第１土曜日（今年は10月1日）に「絵金生誕祭」を開催しています。
　このお祭りは、毎年、もののけに扮した１００名近くの参加者が、高知八幡宮から魚の棚、はりまや
橋商店街を中心に集結するもので、夕暮れから夜にかけ、街は幻想的な風景に彩られます。
　第１０回目となる今回は、はりまや橋商店街アーケード内において、この日にしか見られない本物の屏風
や掛軸が並ぶほか、怪しげな音楽が流れるなかで踊るダンサーたちの姿もご覧になれます。
　その後は、きつねの嫁入りを先頭に、もののけたちの行列がはりまや橋商店街周辺だけでなく、中
心商店街を練り歩く予定です。
　絵金といえば、極彩色やおどろおどろしさを思い浮かべる方も多く、もしかしたら、時空を超え、不
思議な世界に紛れ込んだかのような感覚を体験できるかもしれません。
　当夜は、暗くて、怖くて、美しい、絵金の世界が存分に描かれる商店街へぜひ足をお運びください。

絵 金生誕祭 ～狐の嫁入り～ 開催！

魚 の棚アートマルシェ
開催！

KUMIAI
information

い
1
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　高知県商店街振興組合連合会（廣末幸彦理事長）では、高知の街を元気にするための新たな取
り組みを目的として、青年部員を中心とした商店街メンバーと中高校生のコラボによる「高知おまち
学園」の運営を行っています。
　昨年度までは、新型コロナウイルス感染症の影響により、オンラインでの意見交換を行ってきました
が、本年度は、高知市中心商店街が通常どおり土曜夜市を開催する運びとなったことから、去る7月23
日（土）、新京橋商店街アーケード内において「ヨーヨー釣りゲーム」で出店しました。
　依然として収束の兆しが見えないコロナ禍での初参加となりましたが、商店街からの協力やアドバイス
のもと、企画から準備、当日の設営に至るまで生徒が中心となりブー
スの運営を行い、大勢のお客様に楽しんでいただきました。
　なお、当学園では、今後新たに第二期生を募集するとともに、商店街
を舞台にした「shop in shop」や「SDGsへの取り組み」「イベント活動」を
テーマとした複数の授業カリキュラムでの活動を行っていく予定です。

土 曜夜市に「高知おまち学園」が出店しました！

組合等活性化情報誌 Vol.257情報

●日時　10月1日(土 ) 17：00～21：30
●場所　はりまや橋商店街他（高知市中心商店街）
●お問い合わせ
　088-861-1073 
　（絵金生誕祭実行委員会／めろでぃ～）
　088-882-4174
　（はりまや橋商店街 事務局）

●日時　10月1日（土） 16：30～21：00
●場所　魚の棚商店街

★スケジュール …………………………………
17：00…高知八幡宮において狐の結婚式
17：30…八幡宮を出発
 魚の棚商店街を通り、はりまや橋商店街へ
 （練り歩き）
18：00…はりまや橋商店街を出発
 京町～帯屋町を通り、大橋通り商店街へ
 （練り歩き）
20：00…大橋通り商店街からはりまや橋へ（電車移動）
21：00…はりまや橋商店街（よさこい踊り）

　高知市魚の棚商店街協同組合（細川
洋伸理事長）では、はりまや橋商店街等
で行われる「絵金生誕祭」にあわせ、恒例
の「魚の棚アートマルシェ」を開催します。
　なお、今回はイベントにあわせ、高知東
高等学校の生徒さんが描いた大型パネ
ルも、商店街の入口に展示されます。皆さ
ん、ぜひ秋の夜長をお楽しみください！！
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当センターは、
「国が運営する事業承継相談窓口」です！

　我が国では、人口減少に加え、団塊世代が引退期を迎え、
事業承継が中小企業にとって喫緊の課題となっています。
　当センターは、四国経済産業局が高知商工会議所へ
事業承継支援を委託した機関であり、相談は、無料、守秘
義務厳守で行っています。また、全国47都道府県に、同
様のセンターが48か所設置されています。

　高知県では、少子高齢化の進展により令和元年6月に
人口が70万人を割りました。一方、小規模事業者は毎年
約650者減少しており、2020年には、小規模事業者が20
千者を切ったと推測されます。（図1参照）

　当センターは、高知県と連携のうえ、事業承継戦略高知
家モデル「廃業から引継ぎへ」をスローガンに事業承継にか
かるあらゆる相談と支援をワンストップでお受けしています。

　事業承継問題は、団塊世代が、73～75歳と引退期を
迎え、大量引退時代が到来することと重なり、子供が継が
ないので廃業しかないと考える経営者が多く存在してい
ることです。調査では、40年前は約90％以上の事業者が
親族承継できていましたが、最近5年間では、親族承継が
34％へ激減し、従業員や第三者など親族以外の承継が
増加しています。（図2参照）親族が承継しないので廃業
という時代ではなく、従業員や第三者に事業を引継ぐ時
代になりました。

　しかし、事業主の方々にとって、事業承継は、出来れば
先送りしたい、人に相談しにくい問題で年齢とともに事業
が縮小し、結果として廃業となるケースが多いのが現状
です。

　事業承継問題解決の第一歩は、まず各事業者が、60
歳を契機として事業承継に真正面から向き合い、自分の
事業を将来どのようにするかを考えることから始まります。
しかし、事業者一人では解決しにくい問題であり、周囲の
支援機関等がその課題を共有し連携して解決していく地
域の課題であると考えています。

事業承継は、各事業者の問題にとどまらず、
各組合組織の問題です。
ぜひ当センターと連携を！

　各種組合組織では、最近創業より廃業が多く、その結
果年々組合員が減少しているのが現状ではないでしょう
か。廃業が及ぼす影響として、
　①地域や取引先に迷惑をかける
　②サプライチェーンの断絶
　③事業の後始末が必要となり、廃業コストがかかる
　④長年培った技術やスキルが消滅し、事業継続への
　　想いが途切れる
等多岐にわたり、地域のインフラ事業が消滅するなど、高
知県の活力低下につながってきます。

　こういう状況の中、組合組織では、廃業する事業者を
ただ見守るだけではなく、できれば廃業となる事業を誰か
に引継ぎし、業界の新陳代謝を図ることが大きな役割に
なりつつあります。事業承継は、もうすでに一組合員の問
題だけでなく、組合自体の問題として捉え、対処していくこ
とが求められています。

　一方、各組合事務局の皆さんは、日常業務が多忙の
中、各組合員の事業承継支援は現実的に困難であると
思います。是非、当センターと連携のうえ、事業承継支援
へ取り組むことをお勧めします。

9

事業承継
について

高知県事業承継・引継ぎ支援  センターは、
各組合とともに組合員の皆さん  の事業承継を応援します。
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スタッフ一同

組合等活性化情報誌 Vol.257情報

事業承継を行うサポートの流れについて

　各事業者は、次のような各種問題を抱えています。
　①このままでは廃業かも？自社の将来が見えない・・・
　②後継者がいるが、どのように承継すれば良いか
　③後継者候補者はいるが、候補者に話していない、
　　継いでくれるだろうか
　④後継者不在で、事業を誰かに譲りたいが・・・
　⑤すでに休廃業したが、設備はまだ使え、そのまま
　　放置して処理に困っている
等です。

　まずは、各組合員が、事業承継へ自発的に取り組むよう
正しい理解と対処法の啓発が必要です。当センターは高
知県と連携のうえ、「廃業から引継ぎへ」の広報活動を
行っています。総会など組合員の集まる場で当センターが
事業承継セミナーを開催いたしますので、是非お声がけく
ださい。

　また組合事務局と連携し、60歳以上の組合員を対象
に事業承継診断を実施し、実態把握後に当センターが個
別面談を通して、各事業者が事業承継の方向性(親族承
継、従業員承継、第三者承継等)を確認します。そして
　①後継者がいる事業者には、計画的な事業承継を
　②未だ後継者が不在の事業者には、廃業ではなく
　　引継ぐことを勧め、センターと組合事務局が
　　有機的に連携し、まずは組合内での引継ぎを検討する
以上のようなプロセスで各組合事務局と連携したいと考
えています。

事業承継への取組スキームは、各業界で違ってきます。
業界毎に最適な事業承継支援メニューを検討し、対応し
ていきたいと考えていますので、よろしくお願いします。

　また、相談等はいつでもお受けいたしますので、思い
立ったらすぐに下記へ連絡ください。

高知市本町4丁目1番32号こうち勤労センター4階
高知県事業承継・引継ぎ支援センター
☎ ０８８-８０２-６００２（平日9時～17時）

高知県事業承継　　　  検索

図1 図2

出典：中小企業庁 出典：中小企業庁

10

高知県事業承継・引継ぎ支援  センターは、
各組合とともに組合員の皆さん  の事業承継を応援します。

高知県事業承継・引継ぎ支援センター
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高知県
地場産業大賞
賞金50万円
賞状・記念品

高知県
地場産業大賞
賞金50万円
賞状・記念品

高知県
地場産業大賞
賞金50万円
賞状・記念品

えいところ！えいところ！

組合等活性化情報誌 Vol.257情報

高知県地場産業大賞
令和4年度 第37回

高知県内で、魅力あるものづくりや地域の活性化に取り組んでいる方を募集しています。

概要／応募対象
高知県地場産業大賞は、高知県内で作り出された優れた地場産品や地場産業振興に
貢献のあった活動を顕彰する賞です。
下記の２分野において、特に優れた企業・団体等を表彰しています。

【一　般】 地場産品：高知県内で製造または加工された優れた地場産品
  （概ね過去2年以内に商品化されたもの）
 活　　動：高知県内の地場産業振興に貢献のあった活動
  （概ね過去2年以内に実施されたもの）
【高校生】 学校で取り組んでいる地域の特性や資源を生かした商品開発や、
 地域活性化への取り組みなど

応募期間
【一般】8月1日(月)～9月30日(金）　【高校生】8月1日(月)～12月9日(金)
各賞
高知県地場産業大賞表彰(予定)
　　　名　　　称 点 　 数 　　　　　　　　賞
高知県地場産業大賞 １点程度 賞状・記念品・副賞(500,000円)
高知県産業振興計画賞 １点程度 賞状・記念品・副賞(200,000円)
高知県地場産業賞 若 　 干 賞状・記念品・副賞(100,000円)
高知県地場産業奨励賞 若　  干 賞状・記念品
高知県地場産業次世代賞 若 　 干 賞状・記念品・副賞(図書カード30,000円)
高知県地場産業特別賞 ※ 賞状・記念品　

※該当がある場合のみ  　　
応募方法
募集ホームページ（https://joho-kochi.or.jp/jibasantaisho.php）にある
応募書類に必要事項を記入し、ホームページ内の応募フォームからご応募ください。

応募先・お問い合わせ
公益財団法人
高知県産業振興センター
事業戦略・地産地消課
（担当：池澤・野本）
〒781-5101
高知県高知市布師田3992-2
高知県中小企業会館２階
TEL：088-845-6600
e-mail：jibasan@joho-kochi.or.jp

応募サイト

地場産業大賞 　　　  検索

高知県　医療政策課からのお知らせ
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　いの町の商店街にあるシェアオフィス兼カフェ。様々な企業や地
元の方が訪れ、情報交流や憩いの場となっている。カフェでは地元
食材をふんだんに用いた食事と飲み物を提供。前身は日本で初めて
「緑色黒板」を製作した工場。

コクバンカフェ

地域おこし協力隊レポート⑨

浮木 大智（うききだいち）
大分出身の26歳。大学では地域のお祭りの実
行委員を務め、子ども向けイベントの企画、運営を
行う。前職は京都の老舗コーヒー屋の営業マン。

土佐のこじ
ゃんと

えいところ！
土佐のこじ

ゃんと

えいところ！

住　　所 ： 吾川郡いの町3175
営業時間 ： 9:00~16:00（日曜定休）
駐 車 場 ： 4台（店前：3台、近隣：1台）
アクセス ： 高知市中心部（県庁）から車で約25分

移住したきっかけ
「いずれは田舎に住みたい」京都で営業マンとして働く中、そんな気持ちが湧き上がっていました。その時、妻の実家がある高知県
へ遊びに行く機会が何度かありました。私は、ひろめ市場での豪快な人間性や日曜市での食の豊かさ、仁淀川の圧倒的な透明度を
見て、その全てにおいて魅了されました。そして、こんな素敵な場所に住んでみたいという気持ちが大きくなり、移住を決断しました。

協力隊の活動内容
ミッションは中心市街地の活性化です。私が初めて商店街を通った
時、「お店に入りにくい」ということを感じました。それを解決するために
は、イベントを通して必然的に入店する仕組みを作ることが必要だと感
じました。そこで考えたのが、商店街全体をフィールドにした”宝探し”で
す。約20店舗に協力を仰ぎ、店内に宝箱を設置し、すべて回るとクリア
になるようなスタンプラリー形式でした。このイベントを通して、参加者は
「こんな場所にお店や裏道があるのは知らなくて楽しかった」と言ってい
ただき、事業者は「若者にお店を知ってもらえた」などと言っていただけ
ました。集客は100人の想定でしたが、なんと当日は500人以上の方
に来ていただきました。参加者、事業者皆さんに喜んでいただけたこと
で、非常にやりがいを感じました。今後もいの町の魅力を発掘しながら、
皆さんが楽しめるイベントを継続して実施していきたいです。

今後について
全国の皆さんにいの町含め仁淀川流域の魅力を知ってもらうため

に、卒業後に向けて地域商社を立ち上げたいと思っています。地域の
食文化をPRしたり、観光ガイドやイベント企画を実施したり、様々な角
度からいの町のブランディングをしていきたいです。2022年11月から2
年目に突入するので、これからも地域に根差して活動していきます！

いの町
浮木 大智

いの町で見
つけた

こじゃんとえ
いところ！いの町で見

つけた

こじゃんとえ
いところ！
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情報連絡員報告を
中心とした

2022年7月
(前年同月比)県内各業界別の動向

　　　　　　　　　　　　　な　　　し

8月度商況は、昨年と比べやや好転。しかし収益状況はやや悪化。原因はエネルギー価格の高騰に食品
原材料、副資材等の値上がりが影響している。商品の値上げで対応せざるを得ない状況。

夏休みになり、県外からの往来は増えた。観光客だけでなく、多くの業種で出張も再開している。

7月以降は新型コロナウイルス再拡大の影響を受け、団体客を中心にキャンセルも発生。インターハイの受
け入れもあるが、売上高の最大化が困難で、施設により客単価が低下する側面もある。慢性的人員不足で
人的マネージメントが困難。最低賃金の上昇、エネルギーのコストアップ等収益構造が揺らぐ状況が続く。

クリーニング価格の改定は広がってきているが、資材などの価格上昇が相次ぐため十分ではない。全体
として売り上げは回復傾向にあるが、経費がそれ以上に膨らみ、粗利益は減少傾向にある。行動制限が
なくなり、ホテルリネン、外出着などの需要は回復傾向にある。

丸太価格は前月より少し下がってきているが、依然高値で推移している。出材量も順調であるが天候次
第で影響が出てくる。

荷動きは全般的に低調であるとの声が聞かれた。

4月・5月は売上は低迷していたが、6月後半より7月の売上が上昇し、マイナスを取り返すことができた。

原材料や電力価格の高騰は続いており、一部に売上や収益等を落としている事業所がある。団地内は
概ね前年並みの業況で推移している。

仕入価格のさらなる上昇や仕入材料（電気部品類）が入手困難となる不安がある。

7月の取引額は前年同月比85％と、回復の兆しが見えない。

カツオ・マグロの入荷が少ない。少し伸びていた居酒屋関連が、新型コロナウイルスでまた少し困っている。

少し新型コロナウイルスも落ち着いたかと思われたが...商店街・小売店に元気が無く、活気が無い。この
状態がいつまで続くのか頭を悩ませている。

慢性的な在庫不足、相場高騰により厳しい状況が続いており、近県から全国まで仕入れ先の範囲が広
がっているが、経費等は販売価格に転嫁できないのが現状。オプション品等での客単価UPを図っている
が、商品によっては、納期が定まらないのでなかなか難しい。

中央公園地下駐車場の利用状況　売上：前年比117.5％、利用台数：前年比115.0％。7月2日からス
タートした土曜夜市は、第4週まで通年以上の人出で賑わいを見せたが、コロナウイルス感染の拡大に
伴い最終日は通年の8割に留まった。

食品団地

商店街（四万十市）

旅館・ホテル

クリーニング

木製品素材生産

製材

刃物製造

機械団地

船舶製造

珊瑚装飾品製造

生鮮魚介卸売

各種小売（土佐市）

中古自動車小売

商店街（高知市）
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特に大きな動きは感じられないが、海外のサーバーの利用費用が円安の影響を受け、若干上がってい
る。その他、原価が徐々に上がってきていることもあり、値上げ傾向にある。

令和4年7月分の公共土木用生コン出荷量は、前月比90.3％、前年同月比71.7％。令和4年4月から令
和4年7月累計においては前年同月累計比87.2％の水準。7月の公共工事請負金額は前年同月比で
72.9％、前年対比累計では72.7％。令和4年7月末時点の発注者別前年対比累計では、国：74.3％、高
知県51.3％、市町村107.8％と国・県共に大幅減となっている。災害復旧工事、防災・減災対策工事、高
速道路の延伸工事などの大型工事は継続している。生コンクリート単価については、引き続き値上げ交
渉を行うことと共販率上昇に向けた取り組みを連合会主体に行っていく。

新型コロナウイルス感染状況悪化の影響か？出荷量は順調に回復傾向であったがやや鈍化。燃料費等
の上昇による、低温保管に係る経費の増加で厳しい状況である。

イベント関連の受注が回復基調だが、まだまだ新型コロナウイルスの影響が続いている。

近年にないパルプ価格上昇と重油、電力、資材類、運賃、その他、諸々の値上げが続き、価格転嫁が追い
付かない状況である。

新型コロナウイルス感染症の爆発的な感染に加え、原材料の高騰が高止まり、加えて円安と何かと良い
ことがなく、経済を回すと対策をしないままの状態で、経済も回らなくなっている。今後さらにどうなるか
不安でいっぱいである。

売上、操業度共に昨対は若干アップ。県内官公需､民需はインターハイ関連、商品券等の特需もありまず
まず。又県外需要もイベント等の回復もあり良い傾向。但し一部の業者の好調が全体をカバーしている
が、業界全体は厳しい。新型コロナウイルス前と比較すると８０％程度か。原材料及び電力料金等の高騰
もあり厳しい状況に変わりはない。

7月の出荷数量は、対前年比71.7％で6月に引き続き減少している。地域的には東部・嶺北での減少幅
が大きい。価格に関してはセメント等の原材料価格の値上が計画されており、今後の課題である。

出荷数量は前年同月より減少。令和元年5月からの西日本豪雨による災害復旧工事により増加は続いて
いたが、令和2年7月以降より増減を繰り返し、令和4年7月分は前年同月より減少した。

・高知市中心部の外食は動きの悪い状況が続いているが、四万十方面等の観光の動きは活発になってき
ている。今後は、新型コロナウイルスの状況が心配だが...・新型コロナウイルス禍の続く中、ウクライナ・
ロシア戦の影響で原料価高騰しているため、収益を圧迫している。

まだまだ続く新型コロナウイルスの影響で業務系の悪化は必然的である。

全商品平均で前年比87.2％。特にエアコンが前年比74％で大変厳しい。

8月20日(土)開催予定の商い甲子園の開催に向けて、準備を進めている。

前月と比べ売り上げは微増、前年同月では同程度。例年（新型コロナウイルス禍以前）との比較は6～7
割程度。業態により売り上げに大きな差がある。県外客は増加、県内客は減少。光熱費や仕入れ価格の
高騰がさらに拡大、新型コロナウイルス感染者数も激増し集客は減少、売り上げの低下などマイナス要
因には事欠かない状態が続く。今後、業界(県内事業主)の規模が縮小することが危惧される。

組合クーポン売上、前年同月対比4倍、全旅クーポンを加味して9倍。令和元年度売上比較、約50％。

組合員の施工する電力引込線工事量は、前年同月比113.7％となった。高知中央・安芸・室戸地区が増
加した。

荷動きは業種によっては7月選挙が終わった頃から少しずつ動き始めたように思うが、昨年同時期と比
べると少ないと感じる。燃料価格も高値で推移しており経営は厳しい状態が続いている。

仕事が少ない。新型コロナウイルスの影響では、ワクチン3回目の接種証明書がないといけないなど現
場に簡単に入れなくなっている。

政府による燃料油価格激変緩和事業発動の補助金額は7月末で1リットル当たり39円に達しており、ま
た、ロシアのウクライナ侵攻も継続しており、ここにきて、新型コロナウイルスも再び感染拡大している
が今のところ規制がないため、経済は少し動いているようであるが、原油価格の乱高下は続いておりス
タンドは対応に困惑している。

実働1日1車当たりの前年同月比営業収入：131.3％、輸送回数：118.8％、実働率は52.1％。少しずつ
利用者も戻ってきたようだと安堵した矢先、新型コロナウイルス感染第7波の勢いが強く、又々利用客の
減少、運転者不足、燃料費の高騰と厳しい経営、非常事態に陥っている。

ＩＴ事業

一般土木建築工事

酒類製造

テントシート

製紙（家庭紙）

製紙（手すき和紙）

印刷

生コンクリート製造

コンクリート製品

卸団地

青果卸売

電気機械器具小売

商店街（安芸市）

飲食店

旅行業

電気工事

一般貨物自動車運送

建具

ガソリンスタンド

タクシー
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